
千代田区地域コミュニティ醸成支援事業 地域での活動実践者・参加希望者の交流イベント 

ちよだコミュニティ ラボライブ！ 
千代田にある多数のコミュニティが集い、経験や課題をシェアし、 

これからを共に考える、ソーシャルネットワーク・イベント 
 

平成 31 年２月９日(土) ＠千代田区役所 区⺠ホール  

開催のご案内 
平素より、千代田区の地域づくりにご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

区では、平成 29 年度より、地域コミュニティ醸成支援事業の一環として、区内で活動する方、

参加のきっかけを探している方が交流するイベント「ちよだコミュニティ ラボライブ！」を実

施しています。今年度も平成 31 年２月９日（土）に開催することになりました。ぜひ、貴団体

にもご参画いただきたく、ご案内させていただきます。 

 

同じ千代田区で活動しているのに、出会えていない！ 
そんな方たちが出会い、話し合い、つながれるイベントです。 

千代田区では、区内各地で、様々なテーマで多数の事業や活動が行われ、それぞれの活動で

人のつながりも生まれています。区内には、小さなコミュニティがたくさん生まれてきてい

ないのに、それがつながっていないのは、もったいない！ 

同じ千代田区という地域で活動していても、テーマやエリアが違うと、お互いに知り合う

機会を持てていない活動・コミュニティがお互いに知り合い、つながっていただく機会をつ

くりたいと考え、「ちよだコミュニティラボライブ！」を企画しました。 

ラボライブ！を通して、千代田区という地域をシェアしている活動の交流が生まれ、お互

いに「いいね！」やコメントをしたり、団体の枠を超えて、地域課題や活動の工夫など共有で

きる話題について話し合ったり、連携できる相手を見つけたりすることで、千代田区での活

動が充実し、共有し、助け合えるつながりが広がっていくことを目指しています。 

 

昨年度の「ラボライブ！」から新しいつながりが生まれています 
昨年度のラボライブでは、33 団体が参画し、当日の参加者は 125 名でしたが。その中で、

新しいつながりも生まれています。一例を紹介します。 

・共立女子大の研究室で開発した「千代田区子ども検定」が区内でワールドカフェを行う  

「ちよとも」とつながり、区民との意見交換を広げています。 

・存在を知っていても話す機会がなかなか作れなかったのが、子育て応援の活動団体同士

が知り合い、協力して地域の課題解決を考える場も始まっています。 

《昨年度の様子》 
  

 

  



自分らしく参加する！ 一緒につくる！ それがラボライブ！です。 
ラボライブ！の主役は、地域で活動する方たちです。それぞれのスタイルにあった形で、 

ご参画いただけます。11/16～17 に開催された「説明会＆意見交換会」では、参加団体同士や

事務局との意見交換を通して、参加団体・参加者にとって良い体験となるべく、プログラムを

磨きました。また、当日の運営や対話のテーブルファシリテーターも参加団体のみなさんの

協力で行っていきます。慣れていない方にも、事前説明、マニュアルなどを事務局で用意して

いますので、ご安心して参画いただけます。 

 

活動を地域に伝える機会として、仲間を広げる機会として、ご活用ください 
下記のようにお考えの方、ラボライブ！に、ぜひご参加ください！ 

  〇 活動を身近な場所の区民の方、在勤者、活動する人に知ってほしい 

  〇 地域で協力、連携できる団体やコミュニティを増やしたい 

  〇 活動を通して感じる問題意識や可能性を、活動する人同士で共有したい 

  〇 千代田区の課題について、活動している人たちや区民、在勤者らと話し合うことで、 

自分たちの活動の意義を再確認したり、単独では難しい課題解決やアクションを 

他団体と協力して取組んでいくヒントを得たい 

 

主催 ：千代田区 
事務局：ちよだコミュニティラボ （千代田区地域コミュニティ醸成支援事業 運営事務局） 

千代田区地域振興部コミュニティ総務課、株式会社エンパブリック 
 

ちよだコミュニティラボとは？ 
千代田区の人口は 2000 年に約４万人だったのが、2011 年には６万人を超えました。また、

在勤者など昼間人口は 15 万人になります。さらに、ビジネスや買い物などで１日 300 万人

が訪れています。住む人、通う人の価値観やライフスタイルは多様化しています。長らく地

域を支えてきた人と新しい区民、在勤者や区をフィールドにしている方など多様な背景を持

つ人が集う地域で、同じ地域をシェアする存在として協力しあい、助け合えるような“つな

がり”は、どのようなものが望ましく、どうしたらできるのか？ この正解のない問いに対

して、区民や区内で活動する人たちが共に考え、試行錯誤する過程から学びながら、新しい

コミュニティの姿を探るラボ（探求の場づくり）が、ちよだコミュニティラボです。 

町会連合会と連携したコミュニティづくり会議、シェアリング＠千代田（マンション・コミ

ュニティ・ゼミ）、ちよだコミュニティ ラボライブ！などに取り組んでいます。 

WEB サイト：http://chiyolab.jp/ 

 

お問い合わせ先 
ご不明な点は、お気軽に事務局までご連絡ください。 
〇千代田区地域振興部コミュニティ総務課 担当：小原、橋本  ＴＥＬ：03-5211-3656 

〇株式会社エンパブリック 担当：岩嵜、矢部 
Ｅ−mail：chiyolab@empublic.jp ＴＥＬ：03-6303-3195 ＦＡＸ：03-6801-6363 



ちよだコミュニティ ラボライブ！ 実施概要 

１．対象者 
・千代田区内で区民参加型の活動を行っている NPO、町会、企業、社団などの法人、任意団体 

・千代田区の地域課題解決やつながりづくりを目指す活動を企画している区民・在勤者、組織 

 

２． 開催日：平成 31 年２月９日(土) 13:30〜16:45 
千代田区役所１階 区⺠ホール （九段下）  

        参考：千代田区役所１階マップ → 

 
３．当日プログラム 
 

第1部 13:30〜14:50 
Community Lab Session 「千代田の活動とつながりの今を知ろう」 

地域活動を実践している方がテーマを設定し、ご自身の活動紹介や参加者との質疑、

意見交換などを１コマ15分×4セット（同時に10ブースの予定）で行っていきます。 

区内大学等による「千代田学」採択事業の研究成果発表も行われます。併せて、活動

内容についてパネル展示も行い、パネル上で意見交換や応援ができるようにします。 

第２部 15:00〜16:15 
Community Collab. Session 「コミュニティ×コミュニティ＝ちよだのミライ」 

千代田区で活動を実践する人が、分野やテーマを超えて、地域や活動の課題について

話し合い、経験を分かち合うことで、これからの千代田区や活動にとって何が大切か

考えます。 

      ＜テーマ案（現在の段階の案で変更になる可能性があります）＞ 
  【分野を超えて話し合いたい地域課題】 
  ・2040 年問題（高齢化、若手人材不足、インフラ老朽化）に備えるには？ 
  ・世代間ギャップが広がる中で、世代間交流を進めるには？ 
  ・マンション生活のリスクに備え、安心・充実の増やすには？ 
  ・町会など地域コミュニティの未来は？ 
  【活動を進め、コミュニティを広げる課題】 
  ・活動の仲間やコミュニティ参加者を増やすには？ 
  ・チラシ、ネットなどを使った効果的な情報発信は？ 
  ・会費、スポンサーなど安定した資金を確保するには？ 
  ・団体・会社を超えて交流を広げる企画は？ 

 

第３部 16:15〜16:45 
Co-Creation Session 「つながりを深め、次へのアクションを考えよう」 

参加者同士で協力・連携できること、お互いの活動に参加してみることなど、新しい

一歩を踏み出すアクションについて話し合い、シェアします。 

 



＜プログラムの企画趣旨＞ 
   コミュニティ・オーガナイジング（人々がつながり、 

アクションを起こしていくプロセス）の考え方では、 

共に行動する仲間を増やすには、３つのストーリーを 

分かち合うことが必要だと考えられています。 

 story of SELF ：自分の話（動機や思い） 

    story of US  ：共有できる話（課題や価値観） 

story of NOW ：今、起こすべき行動 

    （参考：コミュニティ・オーガナイジング・ジャパン） 

   今回のプログラムでは、第１部で個々の活動のストーリー（Self）を共有し、第２部で地域で

何があればいいか（Us）の認識を深め、アクションを具体化する（Now）という３つのステッ

プで、区内の活動がより充実した連携ができることを目指します。 

 
４．実行委員としての参画 
  
 第１部での活動紹介プレゼンテーション、第２部での対話の進行、会全体の運営などにご協力いた

だける団体の方は、「実行委員」として参画いただき、企画の具体化や当日の運営を実行委員で協
力して行います。 

 
１）第１部 Community Lab Session への参加 
 ・発表希望者は各ブースで 15 分間の時間を利用できます。 

同時に 10 ブースで開催し、１ブースあたり 8～15 名の参加を想定しています。 

  ・15 分の中で、活動紹介のプレゼンテーション（５～８分）と参加者との意見交換をお願いしま

す。アイデアの紹介、ご意見募集、ニーズの調査、参加者や協力者の募集など、15 分間を自由

にお使いいただけます。 

  ・セッションに参加できなかった方に活動を紹介するポスター展示（Ａ２サイズ）も行えます。 

２）第２部 Community Collab. Session への参加 
  ＜対話への参加＞ 

・団体や分野を超えて、合計 16 テーブル（１テーブル 5～8 名を想定）に分かれ、１セット 30

分×2セットで、対話を行います。セット毎にメンバー交替をし、意見交換を行います。 

＜第２部テーブル・オーナーとして参加＞ 
・対話ではセット毎にメンバー交替を行っていきますが、各セットのテーブルでの話の流れを

つなぐため、１つのテーブルに留まり、各セットに集うメンバーと話を展開していくテーブ

ル・オーナーを参画団体のみなさまから募集します。 

 ３）第３部 Co-Creation Session への参加 
  ・第１部、第２部の対話を通して気になった団体、組めそうと考えた団体と自由に意見交換

し、協力・連携・相互参加などのアクションを考えるセッションにご参加いただけます。 

４）会全体の運営協力 
・第１部の各ブースでの進行、第２部、第３部の運営サポートも募集しています。 

story of  

SELF 

story of  

NOW 

story of  

US 

目的 

ｺﾐｭﾆﾃｨ 緊急性 



５．実行委員としての参画登録（エントリー）方法 
 

  ちよだコミュニティラボ特設ページ http://chiyolab.jp/lablive19e からエントリーをお願

いします。エントリー・フォームより下記情報の入力をお願いします。 

・基本情報 ： 名称、連絡先、活動内容 

   ・実行委員としての登録 ： 第１部の発表意向と紹介したい内容、 

第２部対話のテーマの希望、テーブル・オーナーの希望 

   ・実行委員会議への参加の可否 

   ・ご質問、ご要望など 

 
６．今後のスケジュール 

【済】・11 月 5 日（金） 実行委員エントリー開始 
【済】・11 月 16 日（金）19:00〜20:30、 11 月 17 日（土）10:00〜11:30  

（会場：いずれも千代田区役所 401 会議室） 

説明会＆意見交換会 （どちらも同じ内容です） 

※参加の難しい方は、別途、ご説明、お打合せの機会も設けます。 

・12 月 3 日（月）正午 実行委員エントリーの登録〆切 
【追加募集】〜12 月 25 日(火)正午まで、実行委員の追加募集を行っています。 
・12 月中旬  実行委員のエントリー内容に基づく、テーマ、プログラムの案の提示 

・12 月 20 日（木） 一般参加 広報開始（広報千代田 掲載など） 
・1 月 9 日（水）19:00〜20:30  実行委員会議 

当日実施内容・運営の共有、確認（原則的に参画団体はご参加下さい） 

  ・2 月 9 日（土） 開催当日 
 

お問い合わせ先 
ご不明な点は、お気軽に事務局までご連絡ください。 
〇千代田区地域振興部コミュニティ総務課 担当：小原、橋本  ＴＥＬ：03-5211-3656 

〇株式会社エンパブリック 担当：岩嵜、矢部 
Ｅ−mail：chiyolab@empublic.jp ＴＥＬ：03-6303-3195 ＦＡＸ：03-6801-6363 


